
平成31年度神奈川県並びに平塚市へ予算・政策など要望
　10月29日県庁にて、神奈川県黒岩知事・中島副知事・髙澤産業労働局長ほか県関係者に対し、神奈川県商工会議所連
合会上野会頭をはじめ、県下14商工会議所会頭が出席のもと、重点共通要望６項目・各商工会議所個別項目記載の要望書
を手渡した。平塚商工会議所常盤会頭からは中心市街地の活性化と個店の経営改善等に対する支援の充実・強化について
意見を述べた。
　平塚市に平成31年度の予算・政策に対する要望、さらに見附台周辺地区土地利用に向けて要望活動を展開した。

■神奈川県への共通要望事項 （詳細については省略）
❶ 中小企業・小規模事業者等の経営を支援する地域振興事
業費補助金の必要額の安定的・継続的な予算措置等

❷ 地域活性化のための中小企業支援施策の拡充・強化
❸ 中心市街地の商店・商店街の活性化を推進する支援策の
展開

❹ 地域活性化を進め
る観光力強化と東
京オリンピック・
パラリンピック等
の開催に合わせた
観光施策の積極的
展開

❺ 産業活動を支える
社会基盤等の整
備・充実等

❻ その他

■神奈川県への個別要望事項（詳細については省略）
❶ 幹線道路網の整備促進
●湘南新道の国道129号以西の整備促進（圏央道へのアク
セス）

●秦野中井インター・平塚アクセス道路の事業化（東名高
速道路へのアクセス）

●東浅間大島線の整備促進（新東名高速道路へのアクセス）
●倉見大神線（ツインシティ橋）の整備促進（圏央道への
アクセス）

❷ 鉄道網の整備促進
●相模線の平塚駅乗り入れ
●相鉄いずみ野線の平塚への延伸
●相鉄いずみ野線のツインシティへの延伸

❸ 湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーンの公園整備への支援
❹ 海岸沿いの自転車道の整備促進
❺ 県有地の跡地活用

■平塚市への要望事項（詳細については省略）
❶ 中心市街地の再整備をはじめ既存商店街支援の充実
❷ 見附台周辺地区の再開発
❸ 駅西口改札を含む周辺再開発
❹ 相模線をはじめ鉄道の乗り入れの促進

❺ 幹線道路網の整備促進
❻ 新港周辺・湘南海岸公園の整備、龍城ケ丘プール跡地の
整備促進

❼ 海岸線に自転車専用サイクリング道路の整備
❽ 人口減少に歯止めをかける施策の取り組み
❾ 小規模事業者支援の充実
10 委託業者選定や物品調達、公共工事における地元企業へ
の優先発注

11 商工業者支援団体活動補助事業の補助金確保
12 平塚税務署・ハローワーク平塚・平塚商業高等学校移転
後の跡地活用

13 神奈川大学移転後の跡地活用支援

■平塚市見附台周辺土地利用への要望 (概要)
平成30年9月11日

　本市の見附台周辺地区の再開発は、新たな拠点として平
塚市全体の魅力アップの促進に繋がり、中心商店街との回
遊性による平塚の中心・顔である駅周辺の活性化、中心街
再整備の起爆剤として非常に重要であると考えます。駅西
口周辺の再整備を含めた土地利用として検討いただきたい。
　複合施設としては現在の市民センターとしての機能以外
にも商業的施設や市民サービス施設（図書館・カルチャー
施設・集会・行政出張機関等）など多機能を備えた、大き
な催しのない時でも常時多くの来街者が望める魅力ある計
画を望みます。
　また、「図書館」「青少年会館」や「教育会館」なども老
朽化やバリアフリー対策、アクセス面での利便性向上など
の課題からも、これらの機能を兼ね備えた複合施設での検
討。さらに、本市は七夕まつりや囲碁の街でもあり、他市
からも集客できるような観光的な情報発信の役割を組み入
れた施設としての検討もいただきたい。
　さらに施設（新文化センター）として、舞台機能の充実
やホール客席数も有名なコンサートや演劇が開催できる規
模（1,200 ～1,400席）の施設、また大規模な集会・各
種大会・展示会ができる会場や小規模な集まりの可能な会
議室、災害時には避難場所の機能も兼ね備えた施設として
の検討もいただきたい。
　是非、多くの市民や事業者・各団体等の意見を聴取いた
だき、地域と一体となって魅力あるプランづくりをお願い
いたします。
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永年勤続従業員被表彰者のみなさま

優良従業員被表彰者のみなさま

永年勤続従業員被表彰者のみなさま

優良従業員被表彰者のみなさま

片
野
　
優
子
 株
式
会
社
　

ト
キ
ワ
ヤ

勝
又
　
里
美
 株
式
会
社
　

ト
キ
ワ
ヤ

森
田
　
直
樹
 株
式
会
社
　

神
奈
中
商
事

井
出
あ
や
か
 株
式
会
社
　

玄

鈴
木
　
伶
菜
 株
式
会
社
　

玄

新
國
　
香
那
 株
式
会
社
　

玄

阿
部
　
元
大
 株
式
会
社
　

玄

大
橋
　
正
俊
 相
模
石
油
株
式
会
社

猪
俣
　
雅
生
 相
模
石
油
株
式
会
社

小
高
　
一
浩
 相
模
石
油
株
式
会
社

大
森
　
浩
一
 平
塚
交
通
株
式
会
社

渡
辺
　
　
豊
 平
塚
交
通
株
式
会
社

岡
本
梨
絵
子
 平
塚
交
通
株
式
会
社

樋
本
　
聖
英
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

中
田
　
浩
一
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

山
崎
　
浩
二
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

根
岸
　
小
枝
 扶
桑
工
業
株
式
会
社

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
四
十
年　

１
名

山
下
　
牧
生
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

永
年
勤
続
三
十
五
年　

６
名 

實
方
　
一
元
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

下
島
　
　
功 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

升
水
　
　
誠
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

木
野
　
勝
美
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

金
子
　
　
純
 株
式
会
社
　

足
立
機
械
製
作
所

北
村
　
　
聡 

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

永
年
勤
続
三
十
年　

９
名 

秋
澤
　
　
忠
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

佐
伯
　
壽
子
 株
式
会
社
　

片
野
屋

今
井
　
　
潤
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

竹
内
　
和
幸
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

小
泉
　
　
徹
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

大
庭
　
　
淳
 小
林
運
輸
株
式
会
社

小
杉
　
清
孝
 株
式
会
社
　

足
立
機
械
製
作
所

大
沼
　
敬
正
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

淡
路
　
秀
美
 株
式
会
社
　

ナ
カ
タ
マ
ー
ク

永
年
勤
続
二
十
五
年　

９
名

横
山
　
　
聖
 株
式
会
社
　

神
奈
中
商
事

﨑
元
　
俊
一
 株
式
会
社
　

神
奈
中
商
事

工
藤
　
正
仁
 成
瀬
産
業
株
式
会
社

澤
野
　
　
崇
 成
瀬
産
業
株
式
会
社

井
野
　
　
勉
 関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

加
藤
　
　
隆
 関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

吉
松
　
　
剛
 関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

横
山
　
　
聡
 日
本
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
株
式
会
社

及
川
　
　
功
 日
本
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
株
式
会
社

永
年
勤
続
二
十
年　

13
名

井
野
ひ
と
み
 株
式
会
社
　

片
野
屋

中
島
　
正
子
 株
式
会
社
　

片
野
屋

井
上
　
末
子
 株
式
会
社
　

片
野
屋

青
木
　
広
子
 株
式
会
社
　

片
野
屋

古
尾
谷
悦
子
 株
式
会
社
　

片
野
屋

青
木
　
和
紀
 匠
建
設
株
式
会
社

出
口
　
　
巌
 神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

永
井
　
俊
幸
 小
林
運
輸
株
式
会
社

佐
藤
　
由
美
 株
式
会
社
　

足
立
機
械
製
作
所

富
田
　
千
春
 株
式
会
社
　

足
立
機
械
製
作
所

三
橋
宏
次
郎
 平
塚
商
工
会
議
所

古
宮
　
常
子
 川
口
金
属
株
式
会
社

松
永
　
浩
延
 相
模
石
油
株
式
会
社（

敬
称
略
）

永年勤続従業員表彰 被表彰者

優良従業員表彰 被表彰者

永年勤続従業員表彰 被表彰者

優良従業員表彰 被表彰者

表彰基準
⑴ 社会的功績があり、事業所の名誉となった者
⑵ 事務能率の推進、生産性の向上又は合理化等の功績のあった者
⑶ 事業上有益な発明、発見、改良若しくは考案を行い功績のあった者
⑷ 事業所の災害防止等に対し功績のあった者
⑸ 人物、技能、成績が特に優秀であり、他の従業員の模範となる者

表彰基準
勤続20年以上（以降5年毎を１区分）の従業員で、勤務成績が優良な者

商工会議所見える化事業 平塚商工会議所第１回会員大会開催！

表
彰
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
会
場
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

に
現
在
の
商
工
会
議
所
組
織
や
活
動
内
容
、

各
部
会
・
委
員
会
の
紹
介
を
行
い
、
改
め

て
理
解
を
促
し
た
。

　

基
調
講
演
に
う
つ
り
、「
創
業
１
１
０
周

年
、
シ
ウ
マ
イ
誕
生
90
年　

崎
陽
軒
の
経

営
戦
略
」
と
題
し
、
野
並
直
文
取
締
役
社

長
を
迎
え
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業
㈱
崎

陽
軒
の
経
営
理
念
と
シ
ウ
マ
イ
誕
生
か
ら

現
在
ま
で
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
単
独
で
開
催
し
て
お
り
ま
し

た「
優
良
従
業
員
・
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
」

を
本
大
会
で
行
い
、
会
員
事
業
所
か
ら
推

薦
の
優
良
従
業
員
17
名
、
永
年
勤
続
従
業

員
38
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
落
合

克
宏
平
塚
市
長
よ
り
来
賓
と
し
て
挨
拶
い

た
だ
き
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　

２
部
の
交
流
会

が
同
会
場
で
開
催

さ
れ
、
会
員
同
士

が
業
種
を
問
わ
ず

名
刺
交
換
や
懇
親

を
深
め
、
和
や
か

な
交
流
の
場
と
な

っ
た
。

　

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
初
め
て
と
な
る

会
員
大
会
が
、
11
月
７
日
㈬
ホ
テ
ル
サ
ン

ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
で
、
役
員
・
議
員
事
業

所
を
は
じ
め
会
員
事
業
所
並
び
に
従
業
員

被
表
彰
者
な
ど
約
２
０
０
名
が
集
い
、
商

工
会
議
所
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
共
に
会
員
相
互
の
交
流
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
常
盤
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り

「
市
内
中
小
企
業
を
中
心
に
幅
広
く
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
商
工
会
議
所
の
活
動
や
組
織

を
も
っ
と
知
っ
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
の
経
済
団
体
と
し
て
要
望
活
動
や
経

営
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
販
売
促
進
な
ど
を

通
し
て
個
々
の
企
業
の
発
展
と
産
業
の
活

性
化
を
目
指
し
て
お
り
、
最
近
で
は
中
心

市
街
地
の
重

要
課
題
で
あ

る
見
附
台
周

辺
地
区
整
備

事
業
に
対
す

る
行
政
へ
の

申
し
入
れ
や

行
政
・
金
融

機
関
と
連
携

し
た
創
業
支

援
、
事
業
承
継
、
相
模
線
延
伸
、
ベ
ル
マ

ー
レ
ス
タ
ジ
ア
ム
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
内
１
万
弱
の
事
業
所
が
あ
る

中
、
会
員
数
は
２
７
５
０
社
で
も
っ
と
会

員
を
増
や
し
、
会
員
フ
ァ
ー
ス
ト
に
努
め

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
清
水
会
員
組
織
運
営
委
員
長
よ
り

大
会
主
旨
説
明
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら

の
役
員
議
員
表
彰
３
名（
㈱
郵
生
、㈱
桝
富
、

㈱
湘
南
合
成
樹
脂
製
作
所
）、
職
員
２
名
の
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○
第
２
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　

平
塚
商
工
会
議
所
・
平
塚
市
・
平
塚

信
用
金
庫
で
は
、
10
月
26
日
㈮
に
事
業

承
継
セ
ン
タ
ー
㈱　

取
締
役　

中
小
企

業
診
断
士
・
事
業
承
継
士
で
あ
る
石
井

照
之
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
第

２
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
い
ち
ば
ん
優
し
い
事
業
承

継
【
後
継
者
向
け
】
と
題
し
、
後
継
者

に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
引
継
ぎ
方
に
つ

い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
わ
か
り
や
す

く
解
説
・
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
今
ま
で

は
何
と
な
く
し
か
事
業
承
継
に
つ
い
て

考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
色
々
な
事
例

を
聞
い
て
、
今
か
ら
少
し
ず
つ
早
め
の

準
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感

し
た
。」
等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
当
所
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
担
当
】経
営
支
援
課　
☎
22―

２
５
１
１

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

○
第
１
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

早
め
の
準
備
が
会
社
の
未
来
に
つ
な
が
る
！　

　

10
月
11
日
㈭
、
平
塚
商
工
会
議
所
に

て
第
一
回
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
事
業
承
継
セ
ン

タ
ー
㈱
取
締
役
会
長　

中
小
企
業
診
断

士
事
業
承
継
士　

内
藤
博 

氏
に
「
後
継

者
の
選
び
方
・
育
て
方
・
渡
し
方
」
と

題
し
た
現
経
営
者
に
向
け
た
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本

大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
会
社
の
事
業

承
継
ま
で
の
過
程
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
ご
子
息
は
都
会
に
い
た
の

で
す
が
、
１
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
呼

び
戻
す
こ
と
に
成
功
し
、
事
業
を
引
き

継
ぐ
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
第
三
者
に
よ
る

承
継
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
背
景
も

あ
り
、
引
き
継
ぐ
親
族
が
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て

「
自
分
の
代

限
り
」
と
諦

め
ず
、
積
極

的
に
支
援
機

関
を
活
用
し

て
ほ
し
い
と

の
講
演
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

受
講
者
は

こ
れ
を
機

に
、
き
ち
ん
と
時
間
を
か
け
て
後
継
者

選
び
や
育
成
等
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

に
、
講
演
会
、
さ
が
み
産
業
特
区
ロ
ボ

ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
モ
ノ
づ
く
り
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
展
示
、

出
展
者
の
方
に
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
発
信
を
し
て
い
た
だ
く
「
テ
ク
ノ
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、
そ
し
て

今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
「
平
塚
市

内
食
料
品
製
造
業
者
に
よ
る-

食
品
展

示
・
販
売
」、「
は
た
ら
く
ク
ル
マ
撮
影

会
」
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

も
と
「
進
化
」
を
続
け
な
が
ら
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
、
受

発
注
の
促
進
等
が
図
れ
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
て
産
業
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
担
当
】地
域
振
興
課　
☎
22―

２
５
１
２

　

去
る
10
月
18
日
㈭
か
ら
20
日
㈯
の
３

日
間
、
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ

ー
ナ
に
て
「
湘
南
ひ
ら
つ
か
テ
ク
ノ
フ

ェ
ア
２
０
１
８
」
を
「
未
来
へ
は
ば
た

け
新
た
な
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
当
所
の

主
催
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
は
産
学
公
の
連

携
強
化
と
業
界
の
枠
を
こ
え
た
情
報
の

発
信
、
収
集
、
交
流
を
広
範
囲
に
展
開

し
て
い
た
だ
き
、
技
術
、
製
品
の
販
路

拡
大
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
と

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
、
今
回
が
14
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
塚
市
内
外
か
ら
出
展
い
た
だ
い
た

１
０
８
の
企
業
・
団
体
・
学
校
の
優
れ

た
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
展
示
の
ほ
か

湘
南
ひ
ら
つ
か
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
１
８

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

湘
南
ひ
ら
つ
か
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
１
８

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

第
14
回
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
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話す力・聞く力・伝える力
企業様への出張教室継続中！
社内のコミュニケーションが
グーンと良くなります。
35年の信頼と実績

湘南話し方センター
所長　松永  洋忠TEL 0463－58－8740

月３回　土曜日
午後　１：30～

場所　平塚商工会議所

平塚教室

４

平塚商工だより　第669号　平成30年12月１日㈯

若山農場若竹の杜にて

大谷資料館地下採掘場跡

平塚地下道ミュージアム２０１８ 作品完成
11月３日㈯、ラスカ平塚前にて、平塚地下道ミュージアム2018の
落成式が行われました。人々が楽しい気持ちになるパブリックアー
ト作品を地下スペースに展示し、平塚の明るいまちづくりを目指す
活動です。
ラスカ平塚側の階段にラッピングを行った前回に続いて、今回は市
内30事業所から御協賛をいただき、新しく７作品がお披露目とな
りました。中でもスタジオクーカ所属、横溝さやかさんの作品は、
平塚のイメージとともに、協賛事業所の社屋と社員が特徴的に描か
れたものとなっています。駅前へお立ち寄りの際は是非ご鑑賞くだ
さい。

展　示　場　所　平塚駅北口地下道　ラスカ食品街入口付近ほか
展　示　期　間　２０１８年１１月より約５年間
主　　　催　平塚まちなか美術館実行委員会・平塚市
協　　　賛　平塚商工会議所（スポーツ・文化・まちづくり特別委員会）
お問合せ先　平塚まちなか美術館実行委員会　事務局

Tel:0463-67-7520

■平塚地下道ミュージアム2018協賛事業所
　ご協賛いただきありがとうございました。
㈱葦・㈲アスリート・㈲小野モーター商会・㈱甲斐組・㈱加川
商事 グリーンサウナ 太古の湯・学校法人清水学園・神奈川環
境開発㈱・神奈川中央交通㈱・㈱玄・江南交通㈱・小林運輸㈱・
相模石油㈱・山協印刷㈱・浄土宗 善徳寺・㈱湘南ウィル・湘南ケー
ブルネットワーク㈱・湘南ステーションビル㈱・湘南ビュー
ティーカレッジ・湘南平塚モータースクール・㈱大雄・㈱トキ
ワヤ・成瀬産業㈱・日産車体㈱・東日本電信電話㈱ 神奈川西支店・
平塚信用金庫・㈱フリーデン・古河電気工業㈱・横浜ゴム㈱・
㈲レントオール平塚・平塚商工会議所 （50音順 敬称略）

文
化
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
研
修

大
谷
資
料
館
・
島
崎
酒
造
・

若
山
農
場
等
を
視
察

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

　

去
る
10
月
23
日
㈫
、
文
化
情
報
サ
ー

ビ
ス
部
会
（
柏
手
茂
部
会
長
）
で
は
、

参
加
者
34
名
に
よ
り
、
栃
木
県
の
大
谷

資
料
館
、
島
崎
酒
造
（
洞
窟
酒
蔵
）、

若
山
農
場
等
を
巡
る
視
察
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

島
崎
酒
造
の
洞
窟
貯
蔵
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
末
期
に
戦
車
を
製
造
す
る
た

め
に
建
造
さ
れ
た
地
下
工
場
跡
を
低
温

貯
蔵
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
総

延
長
６
０
０
ｍ
に
及
ぶ
洞
窟
内
に
は
、

約
10
万
本
の
日
本
酒
が
貯
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
島
崎
酒
造
店
長
の
土
橋

氏
に
洞
窟
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
洞
窟
内
は
年
間
温
度
が
平
均

10
℃
と
清
酒
の
熟
成
に
は
最
適
な
温
度

で
あ
り
、
季
節
に
よ
り
±
５
℃
の
温
度

差
が
瓶
内
で
対
流
を
生
じ
さ
せ
、
常
に

品
質
が
均
一
化
さ
れ
た
状
態
で
熟
成
さ

れ
ま
す
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
洞

窟
熟
成
酒
は
、
ま
ろ
や
か
で
落
ち
着
き

の
あ
る
独
自
の
味
わ
い
に
な
り
ま
す
。」

島
崎
酒
造
本
店
で
は
、
飲
み
や
す
く
美

味
し
い
甘
酒
や
日
本
酒
の
試
飲
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

大
谷
資
料
館
の
地
下
採
掘
場
跡
は
、

約
70
年
を
か
け
て
大
谷
石
を
掘
り
出
し

て
で
き
た
地
下
30
ｍ
に
広
が
る
巨
大
な

地
下
空
間
で
す
。
戦
時
中
は
地
下
の
秘

密
工
場
と
し
て
、
戦
後
は
政
府
米
の
貯

蔵
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
、
中
に
入
る
と
ま
る
で
地
下
神
殿

の
よ
う
で
、
参
加
者
の
方
々
は
美
し
い

光
景
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
島
崎
酒
造
洞
窟
貯

蔵
の
見
学
や
大
谷
資
料
館
の
幻
想
的
な

空
間
を
堪
能
し
、
日
頃
経
験
で
き
な
い

充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
交
流
が
図

れ
た
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

【
担
当
】経
営
支
援
課　
☎
22―

２
５
１
１
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青

年

部

だ

よ

り

女

性

会

だ

よ

り

企
画
研
修
委
員
会

視
察
研
修
会

全
国
商
工
会
義
所
女
性
会
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
　

第
50
回
岩
手
総
会
　

参
加

10
月
定
例
会
開
催

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
の
年
月

が
経
過
し
た
中
で
、
10
月
３
日
岩
手
県
盛

岡
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
か
ら
３
０
８
女
性
会
１
４
５
１
名

が
集
結
し
、
当
会
か
ら
は
３
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
全
国
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
頂
い

た
事
に
感
謝
を
込
め
て
「
つ
な
げ
た
い
笑

顔
の
か
け
は
し
」
を
テ
ー
マ
に
私
た
ち
を

迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
岩
手
県
知
事
を
は
じ
め
盛
岡

市
長
、
経
済
産
業
省
東
北
経
済
産
業
局
長

に
ご
出
席
頂
き
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、「
職
を
通
じ
て
人

を
幸
せ
に
す
る
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
経
営
理

念
」
と
題
し
て
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
会
長
の
櫻
田
厚
氏
の
講
演
が

域
関
係
者
と
の

協
調
に
よ
る

「
小
田
原
市
街

地
活
性
化
協
議

会
」
を
立
ち
上

げ
た
事
。
小
田

原
駅
前
を
中
心

に
、
広
域
交

流
・
歴
史（
文

化
）・
伝
統
の
街

並
み
形
成
・
複
合
市
街
地
・
住
居
（
文
教
）

の
５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
活
動
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
が
過
ぎ
た
今
後
も

引
き
続
き
活
動
は
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

会
議
所
を
後
に
し
て
駅
ま
で
整
備
さ
れ

た
街
を
各
々
散
策
し
な
が
ら
、
昼
食
の
サ

カ
ナ
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
・
リ
ョ
ウ
へ
。
見
て

も
食
べ
て
も
お
い
し
い
お
料
理
で
、
至
福

あ
り
、
経
営
理
念
（
方
向
性
）、
経
営
戦

略
（
何
を
す
る
か
）、
事
業
継
承
の
三
つ

を
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
の
講
演
で
し

た
。
そ
の
き
め
細
や
か
な
戦
術
が
モ
ス
バ

ー
ガ
ー
の
継
続
、
人
間
貢
献
、
社
会
貢
献

へ
と
つ
な
が
り
価
値
を
生
み
出
し
て
い
る

事
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

副
会
長　

松
﨑　

清
子

　

10
月
23
日
く
も
り
空
の
朝
18
名
の
参
加

者
は
バ
ス
で
小
田
原
市
へ
向
け
て
出
発
。

初
め
に
「
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
」
を

訪
問
し
、
中
小
企
業
相
談
部　

経
営
支
援

課
の
飯
田
順
彦
様
よ
り
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
内
容

は
、
５
年
計
画
で
（
Ｈ
25
〜
29
年
度
）
地

の
ひ
と
時
で
し
た
。
そ
の
後
「
鈴
廣
か
ま

ぼ
こ
の
里
」
に
て
か
ま
ぼ
こ
・
ち
く
わ
手

づ
く
り
体
験
を
し
、
お
土
産
を
手
に
、
ゆ

っ
た
り
し
た
研
修
会
で
少
し
参
考
に
し
て

み
た
い
街
で
し
た
。

総
務
委
員
会

【
担
当
】
経
営
支
援
課
22―

２
５
１
１

　

本
年
度
、
平
塚
商
工
会
議
所
青
年
部
は

平
成
30
年
10
月
13
日
㈯
に
、
10
月
定
例
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

古
木
会
長
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
熱
狂
』

を
下
に
、
会
員
交
流
を
目
的
と
し
た
事
業

《
熱
狂
バ
ス
ツ
ア
ー
》
と
題
し
開
催
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
で
は
日
頃

の
活
動
に
対
し
て
資
本
と
も
な
る
身
体
ケ

ア
の
手
法
を
学
ぶ
機
会
や
、
会
員
の
家
族

を
巻
き
込
ん
だ
飲
食
を
伴
い
行
う
Ｂ
Ｂ
Ｑ

な
ど
、
特
色
の
あ
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
10
月
定
例
会
は
、
地
域
の
商

工
業
を
担
う
青
年
経
済
人
の
集
結
す
る
組

織
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
も
あ

る
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
場
を
設
え

る
と
共
に
、
個
の
修
練
『
滝
行
体
験
』
の

機
会
を
提
供
し
、
仲
間
と
共
に
苦
難
を
乗

り
越
え
る
こ
と
で
、
一
体
感
を
育
み
今
後

の
活
動
や
自
社
の
発
展
に
一
層
『
熱
狂

的
』
な
行
動
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
集
合
時
間
も
早
く
少
々
、
肌
寒

い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ス
車
内
で
は

参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
々
は
少
々
不
安
気

な
様
子
で
は
あ
り
ま
し
た
が
時
間
が
経
つ

つ
れ
会
話
も
弾
み
い
ざ
南
足
柄
へ
。

　

先
ず
は
『
導
了
尊
大
雄
山
最
乗
寺
』
へ
、

商
売
繁
盛
の
ご
祈
祷
を
い
た
だ
き
、
本
事

業
の
肝
で
も
あ
る
『
滝
行
体
験
』
す
る
べ

く
夕
日
の
滝
へ
。
地
上
約
20
メ
ー
ト
ル
よ

り
落
ち
る
水
量
を
肌
身
で
感
じ
、
日
頃
よ

り
苦
楽
を
共
に
す
る
同
志
だ
か
ら
こ
そ
、

苦
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
機
会

で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
終

盤
に
は
飲
食

を
伴
い
『
交

流
会
』
と
題

し
、
参
加
者

の
交
流
を
深

め
る
機
会
の

提
供
と
、
一

日
笑
顔
溢
れ
、
会
員
相
互
の
良
き
時
間
共

有
の
で
き
た
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
と
し
て
も
良
き
経
験
、
良
き

時
間
と
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下

さ
い
ま
し
た
古
木
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆

様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会

担
当
理
事　

上
田
智
寛
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店主の横溝哲司さん（右）と奥様（左）店主の横溝哲司さん（右）と奥様（左）

店舗外観店舗外観店主一押しの「醤油らぁ～めん」店主一押しの「醤油らぁ～めん」

地元に愛されるラーメン店を目指す！
ワンランク上の自慢のスープをご賞味あれ！
　平塚駅北口スターモール商店街にお店をかまえる「麺処 
まるよし」。同店は店主が生まれ育った明石町にお店を出
したいと、以前実家が営んでいた「マルヨシパン」の屋号
を引き継ぎ平成29年５月にオープンされました。
　まるよしの一押し商品は「醤油らぁ～めん」。店主こだ
わりのスープは名古屋コーチンを使用し、食欲をそそる香
りは仕上げに鶏油、オリーブオイル油、黒トリュフのオイ
ルの３段重ね！和食、イタリアンなどを経験してきた店主
が腕を振るうワンランク上の醤油ラーメンをご堪能いただ
けます。
　商工会議所との関わりは、お店をオープンすると同時に
中心市街地活性化事業補助金（賃借料補助金）を活用され
ました。その後、平塚まちゼミにも参加店舗として参画さ
れ、お店のファンづくりに励んでいます。まちゼミでは小
学生を対象にした「親子でラーメン作り体験」を実施。
　「子どもに喜んでいただける事業に参加できて、自身も
楽しかった」、「今後も多くの人にお店を知っていただき、
地元に愛されるラーメン店を目指したい」と意欲的に話さ
れていた店主がとても印象的でした。
　平塚駅前に来られた際にはぜひ「麺処 まるよし」のこ
だわりのラーメンをご賞味ください。

麺処 まるよし
店主　横溝  哲司 さん

■麺処 まるよし
〒254－0042　平塚市明石町24－8
TEL：0463－24－1118　　
営業時間：11:00～ 0:00（月～土）　11:00 ～ 21:00（日）
定休日：水曜日

安全第一・品質第一
輸出梱包・手続き・手配、段ボール製造販売、建築パネ
ル、その他物流資材手配、なんでも相談にのります
　海老名で約20年間、輸出梱包・段ボール梱包を行って
おり、本年５月より平塚へ引越し、商工会議所へ加入させ
て頂きました。前工場は天井クレーンが設置されてなくフ
ォークリフトのみで製品の荷役をしていた為、長い間神奈
川の圏央地区でクレーン付き工場を探していましたが、昨
年末に平塚大神で、条件通りの倉庫が見つかり現在に至っ
ております。
 弊社は、お客様から高額な精密機械をお預かりし海外の
エンドユーザー様の工場まで大切な製品を無事お届けし、
製品を守り保護する為に輸出木箱梱包を行う会社です。精
密機械をお預かりしていますので、セキュリティー管理の
強化と安全・品質向上活動、スキルアップ活動に日々注力
して取り組んでいます。
 海外向けの製品は、半導体製造装置や自動車部品、医療
関係やインフラ整備に必要な精密機械など多種多様な製品
を梱包させて頂いており、創立以来６０年以上の実績とな
っております。近年は、木箱梱包以外でも住宅用の壁パネ
ル・フローリング加工も取り組んでおります。
 これからもここ平塚の地で、地域に根差し貢献できる会
社を目指して取り組んでいきたいと思いますので、今後と
も宜しくお願い致します。

株式会社太洋　湘南営業部
部長　佐藤  道彦 さん

■株式会社太洋　湘南営業部
〒254－0012　平塚市大神1681－1
TEL：0463－66－9070
営業時間：8:30～17:30　定休日：土・日・祝祭日

平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！（ご紹介入会特典：名産品を贈呈　12月末まで）

平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。
平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　　お問合せ：業務課22-2510



●相続手続●遺言作成
●成年後見●終活支援
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『ファンを生むイベント作り講座』『ファンを生むイベント作り講座』平成30年度商業経営セミナー

　今回のセミナーは、どのようなイベントが自店に相応し
いのか、どんなシカケや販促をすれば常設店舗へ来店して
頂けるのか、イベントに参加して成功している店舗はどん
な取組をしているかなど、分かりやすい事例やファンを生
むイベント作りの基本的なガイドラインを丁寧に解説して
いきます。
　さらに、ワークショップは自店のイベント企画を制作し
て頂き、プレゼンテーションをして頂く時間を設けていま
す。各企画に対して、プロのアドバイスも受けられます。
　是非ご参加してみてはいかがでしょうか！

開催日時　〈第１部〉平成31年1月22日㈫　17～ 19時
〈第２部〉平成31年1月29日㈫　17～ 19時

参加資格　市内事業所で商業に従事している方で、両部とも
参加できる方

会　　場　平塚市役所　会議室
講　　師　ROKOPLANNING　店舗プロデューサー　野村ヒロコ氏
募集期間　平成30年12月21日㈮～平成31年1月11日㈮まで
定　　員　各部とも20名程度（参加人数多数の場合は抽選）
受　講　料　1,000円（資料代として）
主　　催　平塚市・平塚商工会議所・平塚市商店街連合会

※お申し込みについては、平塚市・平塚商工会議所HPより
申込書をダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、FAX
にてお願いします。

平塚市役所商業観光課  0463-35-8107
平塚商工会議所経営支援課 0463-22-2511
平塚市商店街連合会  0463-21-1090

事業所のみなさまへ

国家資格試験のご案内国家資格試験のご案内
近年、ガソリンや灯油などによる火災や漏えいの事故が増え
ています。
それに対応するには消防設備に関する専門的な知識と技術が
求められています。
安全な事業所や職場づくりに欠かせない大切な資格試験です
ので、国家資格にチャレンジしましょう。(県委任）

資格試験名　消防設備士試験
試験の種類　甲種全類・乙種全類
試　験　日　平成31年２月17日㈰
試　験　会　場　神奈川大学（横浜キャンパス）

（東急東横線　白楽駅下車　徒歩13分）
願書受付期間

（電子申請）平成30年12月14日～平成31年１月４日
（書面申請）平成30年12月17日～平成31年１月７日

願書配布場所
各消防局・本部・署、県政情報センター、各地域県政情報
コーナー、県消防課、(一財）消防試験研究センター神奈
川県支部

問合せ先・実施機関
(一財）消防試験研究センター神奈川県支部
TEL ０４５－６３３－５０５１
https://www.shoubo-shiken.or.jp



ホームページ https://www.hira-kyosai.org/

★12月3日㈪・17日㈪
★1月7日㈪・21日㈪　 ※相談時間30分

★12月6日㈭・13日㈭・20日㈭・27日㈭
★1月10日㈭・17日㈭・24日㈭・31日㈭

 ※相談時間30分

★12月5日㈬　★1月9日㈬ ※相談時間30分

★12月19日㈬　★1月16日㈬ ※相談時間30分

★随時開催 ※相談時間30分程度

★随時開催 ※相談時間30分程度

★12月6日㈭・20日㈭
★1月10日㈭・17日㈭・31日㈭ 

※相談時間１時間30分

★12月14日㈮
★1月11日㈮ 

※相談時間30分

平塚商工会議所　中小企業相談所12月12 専門家による定期相談のお知らせ１１月

◆ご利用方法◆
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 経営支援課  TEL.0463－22－2511／ FAX.0463－24－0079
※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

相談内容（例）相談日相談事項

金 融 相 談

特 許 相 談
巡回あっせん相談

経営・労務相談

製造・技術相談

●契約上の留意点・取引上のトラブル
●事業に係る法的な相談　等
●事業計画書の作成方法について
●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について　等
●帳簿のつけ方や申告の方法
●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには ?　等

●事業資金に関する相談　等

●新製品やアイデアの特許をとるには？　等
●新たな販路開拓について　等
●事業プランを見てもらいたい
●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい　等
●生産管理や製造・技術等について

1212月 平塚商工会議所カレンダー
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●平塚商工会議所工業部会視察研修会懇親会

●東海大学ラグビー部壮行会

●湘南異業種グループ連絡会役員会
●平塚市まちづくり財団理事会

●平塚市異業種研究会交流事業（忘年会）

●第44回商工会議所ビジネス実務法務検定試験
●平塚市国際交流協会「みんなで楽しもう会」

●第13回湘南国際マラソン
●湘南ベルマーレ2018感謝の集い

●平塚逸品研究会

●12月定例常議員会　　　●湘南ひらつかテクノフェア2018実行委員会
●平塚商業まつり実行委員会

●平塚商工会議所青年部12月定例会第29回小学生駅伝競走大会
●第59回平塚市菊花コンクール表彰式（平塚八幡宮）

●平塚逸品研究会役員会
●湘南ケーブルネットワーク㈱取締役会

●平塚商工会議所商業振興委員会

●Hiratuka フレッシュビジネス認定コンペティション

●第25回商工会議所環境社会検定試験

●神奈川県商工会議所連合会優良産業人表彰委員会

●第3回平塚市地域公共交通活性化協議会

●平塚市個人情報保護運営審議会　　　●平塚商工会議所スポーツ・文化・まちづくり
特別委員会小委員会　　　●平塚湘南ライオンズクラブクリスマスパーティ

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●定例商工懇話会

●平塚商工会議所仕事納め

天皇誕生日

振替休日
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